
印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

該
浄
水
器
を
設
置
し
た
所
在
地
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

【
補
助
率
】

　
浄
水
器
購
入
お
よ
び
設
置
に
要
す

る
費
用
の
2
分
の
1（
上
限
　
万
円
）。

15

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

線
3
6
1
～
3
6
3
）。

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
夏
休
み
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

　
ご
み
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
も

ら
う
た
め
、
印
西
市
・
白
井
市
・
栄

町
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。
夏
休
み
の
自
由

研
究
の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
て
い
な
い

人
、
ご
み
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
正
午
。

26

■場 
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
塚
）。

■内 
ご
み
の
分
別
ゲ
ー
ム
、
印
西
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
工
場
見
学
ほ
か
。

■定 
　
組
　
人
。

20

40

■費 
無
料
。

■申 
7
月
　
日
画
ま
で
に
、
所
定
の
用

18

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
ま

で
持
参
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
（
先
着
順
）。

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
曜
日
を
除

く
午
前
8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分
。

30

15

※
申
込
用
紙
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

窓
口
、
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
。

■問 
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
班

（
緯
碓46 
2
7
3
2
・
胃
碓47 
1
7
6
5
・

■メール g
y
o
u
m
u
@
in
k
an
-jk
.o
r.j

p

・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.in
k
an
-j

k
.o
r.jp
/

）。

屋
形
船
に
よ
る
「
印
旛
沼
観
察
会
」

　
屋
形
船
に
乗
っ
て
印
旛
沼
観
察
会

開
催
し
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
牙
・【
第
1
便
】
午
前

24

9
時
～
　
時
、【
第
2
便
】
午
前
　
時

10

10

　
分
～
　
時
　
分
、【
第
3
便
】
午
後

30

11

30

0
時
　
分
～
1
時
　
分
、【
第
4
便
】

30

30

午
後
2
時
～
3
時
（
各
2
艘
）。

平成２６年（２０１４）7月１日号（１０）

パート鋭

葛

硝
酸
性
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
性
窒

素
（
　
葵
慨
渥
）。

10

葛

ヒ
素
（
0
・
0
1
葵
慨
渥
）。

葛

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
0
・
0

3
葵
慨
渥
）。

葛

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
0
・

0
1
 葵
慨
渥
）。

葛
シ
ス
―
1
街
2
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
（
0
・
0
4
葵
慨
渥
）。

【
対
象
浄
水
器
】

　
次
の
全
て
の
項
目
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
。

葛

飲
料
水
を
供
給
す
る
給
水
装
置
に

接
続
で
き
る
こ
と
。

葛

浄
水
能
力
が
1
時
間
当
た
り
5
渥

以
上
で
あ
る
こ
と
。

葛

通
常
の
使
用
方
法
に
お
け
る
耐
用

年
数
が
5
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

胸
製
造
者
に
よ
る
無
償
修
理
保
証
期

間
が
1
年
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

【
対
象
基
数
】

　
1
世
帯
当
た
り
1
基
（
た
だ
し
、

2
世
帯
以
上
が
同
一
の
住
居
に
居
住

す
る
場
合
は
、
一
住
居
当
た
り
2

基
）。

【
補
助
対
象
者
】

臼
市
内
に
専
用
住
宅
な
ど
を
有
し
、

か
つ
、
現
に
当
該
住
宅
に
居
住
し
て

い
る
人
。
渦
●１ 
に
お
い
て
住
宅
の
敷

地
に
隣
接
す
る
道
路
に
上
水
道
配
水

管
が
敷
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
下
水

の
ほ
か
に
飲
料
水
の
確
保
が
困
難
で

あ
り
、
か
つ
、
当
該
地
下
水
の
水
質

が
省
令
基
準
水
質
に
適
合
し
な
い
こ

と
。
嘘
5
年
以
内
に
補
助
対
象
浄
水

器
の
設
置
に
係
る
補
助
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。
唄
補
助
対
象
者
お
よ
び

同
一
世
帯
員
が
過
去
3
年
以
内
で
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。
欝
申

請
者
が
実
績
報
告
書
を
提
出
す
る
時

点
に
お
い
て
、
申
請
者
の
住
所
が
当

※
各
便
　
分
前
か
ら
受
け
付
け
開
始
。

30

※
荒
天
時
は
7
月
　
日
画
に
順
延
。

25

■場 
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
（
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
広
場
）。

■対 
印
旛
沼
流
域
在
住
の
小
学
生
以
上
。

■定 
1
6
0
人
（
各
便
　
人
）。

40

■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
込
）。

■申 
7
月
　
日
画
（
消
印
有
効
）
ま
で

11

に
、
往
復
は
が
き
に
第
1
希
望
便
、

第
2
希
望
便
、
参
加
人
数
（
1
枚
5

人
ま
で
）、
乗
船
希
望
者
全
員
の
氏

名
、
年
齢
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
ま
で
郵
送

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

■問 
　
印
旛
沼
環
境
基
金（
〒
2
8
5

（公財）
―
8
5
3
3
佐
倉
市
宮
小
路
町
1
2
・

緯
0
4
3
―
4
8
5
―
0
3
9
7
）。

ち
ば
里
山
カ
レ
ッ
ジ

　
里
山
林
の
保
全
整
備
活
動
に
必
要

な
知
識
と
技
能
を
、
座
学
と
フ
ィ
ー

ル
ド
実
習
で
体
系
的
に
学
び
ま
す

（
全
　
回
）。

10
胸
主
催
…
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ち

ば
里
山
セ
ン
タ
ー
。

■時 
7
月
　
日
臥
～
　
月
　
日
臥
。

26

11

29

■場 
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏

市
ほ
か
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
1
0
街
0
0
0
円
（
学
生
5
街
0

0
0
円
）。

■申 
7
月
　
日
峨
ま
で
に
直
接
左
記
へ

15

（
先
着
順
）。

■問 
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ち
ば
里
山

セ
ン
タ
ー
（
緯
0
4
3
8
―
6
2
―

8
8
9
5
・
■メール in

fo
@
ch
ib
a-sa

to
y
am
a.n
e
t

）。

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
手
賀

沼
で
魚
と
り
体
験
・
船
上
観
察
」

　
手
賀
沼
で
魚
と
り
を
し
て
生
き
物

観
察
を
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
遊
覧
船

に
乗
り
手
賀
沼
を
観
察
し
ま
す
（
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
）。

■時 
7
月
　
日
華
・
午
前
8
時
　
分
～

21

45

～
午
後
3
時
。

※
集
合
、
解
散
は
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
中
央
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
。

■対 
小
学
4
年
生
以
上
の
親
子
。

■定 
　
組
。

12
■費 
無
料
。

■他 
筆
記
用
具
、
お
弁
当
、
飲
み
物
、

帽
子
を
持
参
。

■申 
7
月
　
日
臥
ま
で
に
左
記
へ
（
先

19

着
順
）。

■問 
印
西
水
と
暮
ら
し
を
守
る
会
・
竹

内
（
■携 
0
9
0
―
3
9
0
7
―
8
3

5
5
・
■メール in

zaim
izu
k
u
ra@
y
a

h
o
o
.co
.jp

）。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

　
　
　
　
　
　
駆
除
費
を
補
助

　
ス
ズ
メ
バ
チ
は
強
烈
な
毒
を
持
ち
、

他
者
へ
の
攻
撃
性
も
高
い
危
険
な
蜂

で
す
。
市
で
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を

駆
除
す
る
土
地
所
有
者
の
人
に
対
し

て
駆
除
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
巣
の
駆
除
は
市
が
依
頼
し
た
業
者

が
行
う
の
で
、
補
助
を
受
け
る
場
合

は
事
前
に
市
へ
の
申
し
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
や
巣
の
駆
除
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
出
張
費
な

ど
は
、
補
助
金
の
対
象
外
で
す
。

※
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
の
た
め
に
防
護

服
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

■対 
巣
が
所
在
す
る
土
地
の
所
有
者
。

胸
補
助
金
額
な
ど
…
駆
除
費
の
2
分

の
1
（
上
限
5
0
街
0
0
0
円
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
3

6
1
・
3
6
3
）、
印
旛
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
（
緯
○98 
1
1
1
1
）、
本

埜
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
緯
○97 
1

1
1
1
）。

　地
下
水
汚
染
に
係
る
家
庭
用
浄
水

器
の
購
入
や
設
置
の
費
用
を
補
助

　
市
で
は
、
地
下
水
汚
染
対
策
の
推

進
を
図
り
、
市
民
の
健
康
を
保
持
す

る
た
め
、
次
の
該
当
項
目
に
つ
い
て
、

汚
染
が
確
認
さ
れ
た
井
戸
水
を
使
用

し
て
い
る
市
民
を
対
象
に
、
浄
水
器

の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
前
に
市
へ
の
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
該
当
項
目
】

　
次
の
い
ず
れ
か
の
項
目
が
基
準
値

（
か
っ
こ
内
）を
超
過
し
て
い
る
こ
と
。

環
境

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
東
京
電
機
大
学
（
武
西
学
園
台
）

で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
留
学
生
5

人
（
男
性
）
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

く
ご
家
族
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
英
語
は
話
せ
な
く
て
も
結
構
で
す
。

関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

胸
期
間
…
9
月
5
日
画
～
　
月
　
日

12

19

画
ま
で
（
2
カ
月
で
も
可
）。

■対 
臼
異
文
化
理
解
、
国
際
交
流
に
関

心
が
あ
る
人
、
渦
大
学
ま
で
徒
歩
、

自
転
車
通
学
可
能
な
地
区
、
ま
た
は

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
原
則
　20

分
以
内
の
地
区
に
在
住
の
人
（
印
西

市
・
白
井
市
・
我
孫
子
市
在
住
者
優

先
）、
嘘
1
室
と
一
日
2
食
の
提
供

が
可
能
な
ご
家
庭
。

胸
謝
礼
…
月
額
7
万
円
。

■申 
7
月
　
日
牙
ま
で
に
左
記
へ
。

31

※
今
回
の
募
集
の
ほ
か
に
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
登
録
制
度
へ
の
申
し
込

み
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
人
は
左
記
ま
で
。

■問 
東
京
電
機
大
学
情
報
環
境
学
部
事

務
部
ま
た
は
国
際
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓46 

4
1
1
1
、
緯
碓46 
8
0
1
1
）。

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

■時 
8
月
8
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

30

（
集
合
1
時
）。

■場 
敬
愛
大
学
稲
毛
キ
ャ
ン
パ
ス
（
千

葉
市
稲
毛
区
）。

■申 
7
月
3
日
牙
～
4
日
画
・
い
ず
れ

も
午
前
9
時
　
分
～
　
時
　
分
、
ま

30

11

30

た
は
、
午
後
1
時
～
4
時
に
千
葉
県

教
育
会
館
（
千
葉
市
中
央
区
）
へ
願

書
を
直
接
持
参
。

※
詳
細
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
健
康
福
祉
部
薬
務
課
（
緯

0
4
3
―
2
2
3
―
2
6
1
8
）。

そ
の
ほ
か

　
5
月
　
日
に
実
施
し
た
平
成
　
年

25

26

度「
春
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」に
は
、
町

内
会
・
自
治
会
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、

子
供
会
、
事
業
所
な
ど
1
8
9
団
体
、

約
1
3
街
0
0
0
人
の
み
な
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、
朝

早
く
か
ら
道
路
脇
な
ど
に
散
乱
し
た

ご
み
を
収
集
し
て
い
た
だ
き
、
集
め

ら
れ
た
ご
み
の
量
は
、
約
　
ト
ン
に

27

も
な
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
美
し
い
ふ
る
さ
と
「
い
ん
ざ
い
」

▲一人ひとりの力が印西市を
より美しいまちへ

 集
ま
っ
た
ゴ

集
ま
っ
た
ゴ
ミミ
 　
ト
ン
ト
ン

2727

春
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

　
春
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動動

 み
な
さ
ん

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

を
ま
も
る
た
め
、
ご
み
は
、
み
だ
り

に
捨
て
ず
一
人
ひ
と
り
が
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

怯
ク
リ
ー
ン
印
西
推
進
運
動
に
ご
協

力
を
　
市
で
は
、
毎
月
第
1
月
曜
日
を

「
ク
リ
ー
ン
印
西
推
進
運
動
」
の
実

施
日
と
し
て
、
各
種
団
体
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
散
乱
ご
み
の
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
き
れ
い
な
街
に
す
る
た
め
に
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策

班
（
緯
内
線
3
8
5
）。

環
境

▲給湯器にできたスズメバチの巣

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例


